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2) 種々 の 実 験 よ り 求 められた Feffについては,例えば･A･J･事声rli-
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-Ⅴ 描 .一言 2 ° +W (ぼ.言 2 1)･P 2rc｡S γ) ( 1)
･-斗 ･
を仮定します｡ここで qは分子の重心の座標 ,(･O,再 は分子軸の方向を示
し,′細長い棒状分子か ら成る系を考えています.







･ f(言 J,0′,p')･goロマ一宣′I) (2)
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log i,'･f(a,♂,甲)= α占十 2al･q(cos2打Ⅹ
+ cLOS27Fy+cos27訂･Z)+ βo･P2(cosβ)･T
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A-f l az･e七･P 2(Z):Iog(S+m･p 2(Z" .eaO0
である｡ (工O は o次の変形ベッセル関数)
令,仮 りに, β1= 0とすると,








(8)式は正に液晶の Maier-Saロ.peの方程式であ り, (9)式は Eimple
･cut)ic格子の場合の Kirkwood.-Monrocの方程式であるO
-殻には,(4)式は,effectiveに次のよう,VC書けるo




smectic phase 〔ol -0,0′キ0,rキ0) 2
/
nematic phase (0ユ ニ0,0′-0,でキOl-≡
isotropic liq.uid.(0 ⊥ -0,〆′-0,7 - 0)
また,構成分子が opもical autiveを場合には分子間力VCそれに対応する





質 (ユipid_)は水 との混合系で液晶状態を示す＼ものが多 く (Luzzatti らの＼
研究),筋肉線維や神経膜,感覚審官費どIjCおいて,それ らの機能､(funct-
ion)とい う面で液晶とい うものが大変重要夜役割を巣しているらしh o その
意味で分子性結晶,と_りわけ液晶の研究は,今後大いに面白くなると思われま＼
す｡
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